
国際教育
教材体験フェア
in 滋賀 2024

日時： ２０２４年８ 月２ 日 （金）

１３時００分～１６時４５分
（受付 12:30～ ２階 207会議室にて ）

会場： ピアザ淡海 ２階
（大津市におの浜1-1-20） JR膳所駅より徒歩約1２分

京阪石場駅より徒歩約５分

参加費無料 !!

学生も歓迎 !!

主催： 公益財団法人 滋賀県国際協会（SIA)
共催： 独立行政法人 国際協力機構関西センター（JICA関西）
協力： 国際教育研究会 Glocal net Shiga

後援： 滋賀県、滋賀県教育委員会、滋賀県小中学校国際理解教育部会、 詳細は裏面に

滋賀県高等学校国際教育研究協議会、認定NPO法人開発教育協会（DEAR)、滋賀県青年海外協力協会

ファシリテーションって
むずかしい？

国際教育って、
どんな教材があるんだろう？

異文化理解って、
どう教えるの？

外国にルーツを持つ
子どもを受けもっては

いるけれど…

※ この体験フェアは、滋賀県総合教育センター
『自己啓発研修』の指定を受けています。

国際協力 や 多様性 を
もっと身近に感じるには？

「持続可能な社会の
創り手」を

どう育てるの？

申込締切： ７月２９日（月）１５時まで



参加申込書

①お名前 ②所属先

③電話番号 ④E-mail

◼ 各分科会の定員は30人（先着順）です。人数の都合により、ご希望の分科会に
参加いただけない場合は、もう一方の分科会をご案内させていただきます。

◼ 会場の駐車場は有料です。優待サービスなどはありませんので、できるだけ
公共交通機関をご利用ください。

◼ 申込の際に記入いただきました個人情報については、今回の教材体験フェアに
関わる手続きにのみ使用いたします。

お問合せ・申込先

（公財）滋賀県国際協会 担当：大森

JICA関西 滋賀デスク 担当：森川

8：30～17：15 （土日祝日を除く）

電 話：０７７-５２６-０９３１
FＡＸ：０７７-５１０-０６０１
メール：info@s-i-a.or.jp

URL：https://www.s-i-a.or.jp

【申込方法】 1 .ネット申込 : https://forms.gle/8iVdC1N1rFvLWJ7z7 からお申込みください。

2.ＦＡＸ : 下記にご記入の上、０７７-５１０-０６０１ まで送信してください。

☆ 受講決定者には、後日詳細についてこちらからご連絡差し上げます。

時 間 プログラム内容

13:00-13:10 開会・オリエンテーション （受付は 207会議室にて 12：30～）

13:15-14:45

Ⅰ

204会議室 207会議室

分科会１「子ども兵士の現在(いま) 

     〜わたしたちにできること〜」

今、世界に25～30万人存在すると言われている子
ども兵士。一見日本に住むわたしたちには関係のな
い問題だと思われがちですが、彼ら・彼女らと私た
ちの生活はつながっています。フォトランゲージと
子ども兵士すごろくを用いて、子ども兵士の問題解
決のために何ができるか一緒に考えてみませんか？

講師：大槻 一彦さん Glocal net Shiga
比叡山高等学校教員
〔Glocal net Shiga Youth〕
川瀬 実衣南さん 立命館大学産業社会学部2回生

      久保田 高徳さん 立命館大学文学部3回生

分科会２「“情報弱者”とは何かを考える
〜ごみの分別ワークを通して〜」

外国人トラブルが発生する原因の1つに「ごみの分別
問題」があります。それは外国人の問題なのでしょう
か、はたまた社会全体の問題なのでしょうか。本分科
会では、ゴミの分別を促す標識を考えるアクティビ

ティを通して、情報を“伝える”ということと“伝わ
る”ということの違いについて、改めて考えてみたい
と思います。あなたは情報を適切に伝えていますか？
そして、それは適切に伝わっていますか？

講師：森 雄二郎さん Glocal net Shiga
京都文教大学 学部・研究科事務部
社会連携コーディネーター

14:45-15:00 休憩 （15分）

15:00-16:30

Ⅱ

分科会３「世界に目を向けよう

～地球市民の一員として～」

テレビやスマホの画面越しに伝わってくる、世界

で起こる様々な出来事。これらは日本で平和に暮ら

すわたしたちとは関係のないことなのでしょうか。

わたしたちはみんな、地球に生きる一人の「地球市

民」です。持続可能な社会や世界の実現のために、

様々な課題と向き合い、つながることで、真の「地

球市民」への第一歩を踏み出しましょう。

講師：山越 栄太郎さん Glocal net Shiga
大津市立真野小学校教員

    JICA海外協力隊（カンボジア 2018年度2次隊）

分科会４「多文化保育〜外国にルーツの
ある子どもとその親の困りごとを考える
『読めないお知らせ』〜」

地域において、外国にルーツのある子どもの数が増
えています。国が違うと子育て観が違ってくることを
理解しているつもりでも、現実は日本語と日本社会へ
の理解を前提として園を運営し、家庭とのコミュニ
ケーションを取りがちです。この現状で日本での生活
経験のない子どもや親は園所に問題なくスムーズに参
加できるでしょうか。「連絡帳」や「おたより」をも
らう側の立場になって、どのような配慮が必要か一緒
に考えてみましょう。

講師：平野 知見さん Glocal net Shiga 
京都文教大学 こども教育学部 こども教育学科
准教授

16:30-16:45 アンケート記入・閉会

2024年８月２日（金） < 204 会議室 > < 207 会議室 >

Ⅰ：13:15～14:45 分科会 １ もしくは 分科会 ２

Ⅱ：15:00～16:30 分科会 ３ もしくは 分科会 ４

⑤参加を希望する分科会に○をしてください。

お申込みはこちら↑

当日参加者には、国際教育や外国人児童生徒等支援に関する資料などを提供いたします。
また、開発教育・国際理解教育の教材販売コーナーも設けます。

【 国際教育教材体験フェア in 滋賀 2024 】
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